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１．はじめに 

深層混合処理の壁式改良などにおいては、内部安定の検討を行い、改良体のせん断強度が許容せん断応力度

を超えないことを確認する必要がある１）。しかし、工事においては強風や波浪などの影響により、工事が一時

中断して後に再開するという場合がある。こうした条件においては、既に改良した処理土は固化しており、そ

の傍に新たな処理土を造成すると、その継ぎ目部の強度は連続施工の場合よりも低下するものと考えられる。 
本文は、設計基準強度を確保した供試体の上部に、新たな処理土を打設して継ぎ目部を作り、一面せん断試

験を実施してその強度を評価した結果を報告する。 
 

２．実験方法 

実験に用いた粘土の物理特性を表-1に示す。目標

とした一軸圧縮強さは 1.500kN/m2以上であり、この

強度を早期（実験の都合上）に確保するために早強

セメントを 300kg/m3添加した。 
実験のフローを図-1、および中型一面せん断試験

機の概要を図-2に示す。中型一面せん断試験のせん

断面積は 0.5ｍ×0.5ｍである。実験ではまず、下部の

処理土を作成し、数日後に一軸圧縮強さを確認した

後に、水を張った状態で上部の処理土を打設した。

打ち継ぎ部は平坦に均している。中型一面せん断試

験機は上部の処理土を固定して下部の処理土を水平

に押し出す構造であり、測定項目は垂直応力と変位

～せん断応力の関係である。 
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表-1 粘土の物性値 

図-1 実験フロー 

図-2 実験装置の概要 
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３．実験結果 

実験を実施した時の処理土の一軸圧縮強さは、上部供試体が

2,283kN/m2（打設 6日目）、および下部供試体が 2,526 kN/m2（打

設 12日目）であった。 
図-3は付着なし（ケース-1：ブロックを積み重ねたのみ）と
付着あり（ケース-2：水中で上部の処理土を打設）の実験結果
を示している。ケース-1では変位が 1ｍｍ以内でせん断応力は
ピークとなり、その後はほぼ一定の値を保っていることがわか

る。一方、ケース-2では変位が 1ｍｍ以内でせん断応力のピー
クがあり、その後は緩やかに低下してほぼ一定値になる傾向が

ある。（上載荷重 200kN/m2の場合はピーク後に装置のトラブ

ルが発生） 
図-4 はせん断応力τと垂直応力σとの関係を示したもので

ある。両者の間には次の関係が得られた。 
       τ＝ｃ＋σtanφ （kN/m2） 
ここに、付着なしのケースではｃ＝0、φ＝28.8°、摩擦係数は

0.55（＝tan28.8°）であり、付着があるケースではｃ＝29.5 

kN/m2、φ＝28.8°である。付着がある場合のせん断応力は付着

応力分が加算されるものと考えられる。また、せん断試験にあ

たっては直径 60mm、高さ 20mmの一面せん断試験を比較の目

的で実施した。付着なし（ケース-3）では、摩擦係数は 0.65

（＝tan33.0°）となり、中型一面せん断試験よりもやや大きい

結果が得られた。 
 
４．まとめ 

 富配合セメント処理土の継ぎ目部の強度を一面せん断試

験で求めた。試験はせん断面積が 0.5ｍ×0.5ｍの中型試験機

と直径 60mmの小型試験機である。その結果、次のことが明

らかとなった。 
（１）せん断応力τと垂直応力σには、τ＝ｃ＋σtanφ の
関係が得られた。付着なし(中型)のケースではｃ＝0で、
摩擦係数は 0.55（＝tan28.5°）であるが、付着がある

ケースでは、せん断応力は付着応力分ｃ＝29.5kN/m2

が加算される結果が得られた。 
（２）小型試験は、中型試験よりもややおおきい摩擦係数

0.65（＝tan33.0°）が得られた。 
せん断試験の供試体の大きさによって摩擦係数が異なる

か否かについては、今後検討の必要がある。また、継ぎ目部

の強度が改良体全体に及ぼす影響についても数値計算など

の検討が必要と考えられる。 
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図-3 水平変位とせん断応力の関係 

ケース 1（付着なし）

ケース２（付着あり） 

図-４ 鉛直応力とせん断応力関係 
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